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平榎公民館前の御堂 

南無仏と五劫思惟の阿弥陀 

南
無
仏
と
五
劫
思
惟
の
阿
弥
陀
如
来 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
富
山
市
平
榎
の
公
民
館
前
に
、
小
堂
が
あ
り
そ
こ
に
黒
っ
ぽ
い
石
質
に
彫
ら
れ

た
二
体
の
石
仏
が
あ
る
。
じ
っ
く
り
眺
め
る
と
向
か
っ
て
左
に
浮
き
彫
り
の
聖
徳
太
子
二

歳
像
と
右
に
は
や
は
り
浮
き
彫
り
の
法
蔵
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
二
歳
像

は
、
頭
か
ら
す
っ
ぽ
り
と
法
衣
を
か
ぶ
せ
ら
れ
た
姿
で
彫
り
こ
ん
で
い
る
珍
し
い
姿
で
あ

る
。
高
さ
が
四
十
五
、
五
セ
ン
チ
、
幅
二
十
三
セ
ン
チ
で
あ
る
。
光
背
の
上
部
に
「
南
無

佛 

尊
像
」
と
あ
る
。 

 

ま
た
右
の
法
蔵
菩
薩
の
法
量
は
高
さ
六
十
セ
ン
チ
、
幅
二
十
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
光
背

上
部
に
「
五
劫
思
惟 

阿
弥
陀
如
来 

御
肖
像
」
と
あ
り
、
五
劫
思
惟
の
阿
弥
陀
如
来
の

お
姿
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
阿
弥
陀
如
来
の
前
身
で
あ
る
法

蔵
菩
薩
の
お
姿
で
あ
る
。
こ
の
平
榎
は
富
山
市
の
北
部
に
位
置
し
水
橋
の
浜
黒
崎
の
地
区

に
当
た
る
。
ち
ょ
う
ど
富
山
県
の
中
心
地
に
あ
た
る
。 

こ
の
地
に
富
山
県
東
部
に
多
く
像
立
さ
れ
る
法
蔵
菩
薩
、
ま
た
県
西
部
に
数
多
く
展
開

す
る
南
無
仏
の
両
方
の
石
仏
が
、
並
立
し
て
お
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
思

わ
れ
る
。
聖
徳
太
子
二
歳
像
を
「
南
無
佛 

尊
像
」
と
し
、
法
蔵
菩
薩
を
「
五
劫
思
惟 

阿

弥
陀
如
来 

御
肖
像
」
と
す
る
の
は
、
真
宗
の
信
仰
が
庶
民
へ
の
浸
透
し
て
い
る
証
な
の

で
あ
ろ
う
。
北
陸
石
仏
の
会
会
員
の
地
元
水
橋
の
高
田
美
也
子
氏
の
祭
日
調
査
（
二
〇
一

二
年
八
月
二
十
三
日
）
に
よ
る
と
、
こ
の
石
仏
は
地
元
で
は
南
無
仏
、
法
蔵
菩
薩
と
い
う

認
識
は
な
く
石
の
地
蔵
さ
ま
だ
と
さ
れ
、
現
在
は
近
く
の
高
野
山
真
言
宗
泉
福
寺
住
職
が

導
師
を
勤
め
ら
れ
般
若
心
経
の
読
経
が
さ
れ
た
と
い
う
。
説
教
に
野
辺
の
地
蔵
菩
薩
の
お

話
を
さ
れ
た
と
い
う
。
真
宗
の
教
え
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。 

 

真
宗
は
「
造
像
、
起
塔
は
本
願
に
あ
ら
ず
」
と
さ
れ
、
偶
像
崇
拝
を
禁
じ
弥
陀
一
仏
の

教
え
が
あ
る
。
真
宗
王
国
の
富
山
で
は
、
門
信
徒
は
南
無
仏
の
聖
徳
太
子
や
法
蔵
菩
薩
を

奉
じ
る
姿
に
、
現
在
の
真
宗
教
団
と
違
う
教
え
と
信
仰
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
る
。
真
宗
民
俗
学
を
知
る
に
は
、
教
団
化
か
ら
だ
け
で
な
く
、
庶
民
つ
ま
り
門
信
徒
の

目
線
か
ら
な
野
に
あ
る
石
仏
を
研
究
す
る
こ
と
も
重
要
な
視
点
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。 
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山十楽神明宮 

山十楽白山堂 

雨宝童子 白山三所権現 

神
明
宮
と
白
山
堂 

 

滝
本 

や
す
し 

  

福
井
県
あ
わ
ら
市
の
丘
陵
地
帯
に
山
十
楽
の
集
落
が
あ
る
。
集
落
の
中
央
に
春
日
神
社

が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
天
兒
屋
根
命
と
猿
田
彦
神
が
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
明
治

以
降
に
統
合
整
備
が
行
わ
れ
た
一
般
的
に
よ
く
み
ら
れ
る
神
社
で
あ
る
。 

 

神
明
宮 

 

春
日
神
社
か
ら
南
へ
尐
し
歩
く
と
右
手
に
石
段
が
あ
り
「
神
明
宮
」
と
彫
ら
れ
た
額
が

掲
げ
ら
れ
た
鳥
居
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
段
を
登
っ
て
ゆ
く
と
、
奥
に
石
祠
と
一
基
の

灯
籠
が
並
ん
で
い
る
。 

石
祠
の
手
前
に
「
神
明
宮
」
と
刻
ま
れ
た
角
型
の
石
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
も
と
の
古

い
鳥
居
の
額
束
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
石
祠
の
前
面
に
は
日
月
の
窓
が
開
け
ら
れ
て
お

り
、
奥
壁
内
面
に
雨
宝
童
子
立
像
が
御
神
体
と
し
て
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
石
段
と
鳥
居

は
近
年
作
り
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
石
祠
と
灯
籠
は
創
建
当
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

白
山
堂 

 

集
落
の
北
の
外
れ
の
小
高
い
林
に
登
る
石
段
が
あ
り
、
途
中
に
「
山
十
楽
白
山
堂
」
と

書
か
れ
た
案
内
板
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
段
を
登
り
切
っ
た
所
に
鳥
居
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
額
束
に
は
「
白
山
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
鳥
居
の
奥
に
灯
籠
が
一
基
建
て
ら
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
い
ち
ば
ん
奥
に
石
祠
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

灯
籠
の
竿
に
「
白
山
妙
理
大
権
現 

御
宝
前
／
寛
文
二 

■
■
■
■
道
■
作
／
五
月
十
八

日 

施
为
道
久
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

石
祠
の
奥
壁
内
面
に
白
山
三
所
権
現
が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
中
央
に
御
前
峰
の
本
地

仏
の
十
一
面
観
音
、
向
っ
て
左
に
大
汝
峰
の
本
地
仏
の
阿
弥
陀
如
来
、
右
に
は
別
山
の
本

地
仏
の
聖
観
音
で
、
い
ず
れ
も
座
像
で
あ
る
。「
明
暦
四
年
／
六
月
十
八
日
」
と
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
剥
落
が
激
し
く
判
読
困
難
で
あ
る
。 

 

神
明
宮
の
灯
籠
や
石
祠
に
は
銘
文
を
確
認
で
き
な
い
が
、
そ
の
手
法
か
ら
白
山
堂
と
ほ

ぼ
同
時
期
の
建
立
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
時
代
に
各
地
で
多
く
の
小
社
が
統
合
さ
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
山
十
楽
で
は
神
明
宮
と
白
山
堂
が
創
建
当
初
に
近
い
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
。 
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花
咲
神
社
「
刀
尾
天
神
」
石
像 

 

平
井 

一
雄 

 

１
、
花
咲
神
社
境
内
の
武
将
石
像 

富
山
県
富
山
市
旧
大
山
町
花
崎
の
花
咲
神
社
境
内
に
等
身
大
の
武
人
の
石
像
が
あ
る
。 

地
面
か
ら
の
台
座
の
上
に
小
型
の
台
座
が
あ
り
、
そ
の
上
に
像
が
立
つ
の
で
全
体
像
は
見

上
げ
な
い
と
わ
か
り
づ
ら
い
。
刀
剣
を
持
つ
が
刃
は
な
い
。
金
属
製
の
刃
が
あ
っ
た
の
か
、

な
か
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
像
の
足
元
の
小
型
の
台
座
は
四
面
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。

前
面
に
は
模
様
が
あ
り
後
ろ
三
面
に
刻
字
が
あ
る
。
私
の
背
丈
で
は
写
真
が
撮
れ
ず
脚
立

を
持
っ
て
き
て
初
め
て
全
文
を
写
す
こ
と
が
で
き
た
。 

奉
敬
當
神
社
陞
格
ニ
付
／
先
般
来
盡
瘁
之
處
／
大
正
五
年
十
一
月
十
日 

指
定
社
御
発
表
相
成
／
永
遠
ニ
傳
為
記
念
建
之
／
寄
附
人
松
井
彌
三
郎 

此
ノ
建
設
許
可
／
富
山
縣
知
事
木
間
瀬
策
三
／
大
正
五
年
十
一
月
三
十
日 

不
断
使
わ
な
い
漢
字
が
使
わ
れ
て
お
り
古
い
漢
和
辞
典
の
中
を
丹
念
に
さ
が
し
て
解
読

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

こ
の
銘
文
に
い
く
つ
か
の
疑
問
が
あ
る
。 

「
指
定
社
ニ
陞
格(

昇
格)

」
は
村
社
に
な
っ
た
こ
と
か
、「
此
ノ
建
設
許
可
」
県
知
事
の

建
設
許
可
が
必
要
な
時
代
だ
っ
た
の
か
。
松
井
彌
三
郎
と
は
ど
ん
な
人
物
か
な
ど
で
あ
る
。 

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
武
人
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
。 

最
近
、
神
社
の
周
辺
の
田
圃
の
隅
に
あ
る
石
造
物
（
宝
篋
印
塔
）
を
調
査
中
に
、
こ
の

田
の
持
ち
为
中
森
久
五
郎
さ
ん
が
近
寄
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
聞
い
て
み
た
が
こ
の
石
像
の

名
は
知
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
。
又
幸
い
に
こ
の
石
像
の
寄
附
者
で
あ
る
松
井
家
の
後
裔
の

方
に
も
会
う
こ
と
が
で
き
、
聞
い
て
み
た
が
名
前
は
聞
い
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

松
井
家
は
熊
参
丸
で
有
名
な
松
井
製
薬
株
式
会
社
の
一
族
で
あ
る
。 

２
、
花
咲
神
社
の
由
緒
・
略
歴 

大
山
町
史
よ
り 

一
、
祭
神  

「
素
盞
鳴
命
」 

ニ
、
祭
儀 

例
祭
四
月
二
日 

春
祭
三
月
二
日 

秋
祭
十
一
月
十
二
日 

由
緒 

創
立 

明
暦
ニ
年
三
月
二
日
、
旧
指
定
村
社
。
明
応
癸
申
ニ
年
三
月
ニ
日
勧
請
、

元
「
刀
尾
社
」
の
処
に
、
同
村
鎮
座
無
格
社
神
明
社
寛
正
五
癸
申
年
八
月
十
六
日
勧
請
、

同
村
鎮
座
無
各
社
地
神 

正
徳
元
辛
卯
年
六
月
晦
日
勧
請 

同
村
鎮
座
無
各
社
水
神
社
勧
請
年
月
日
不
詳
の
三
社
を
明
治
四
十
年
七
月
三
日
に
合
祀
し
、

宮
跡
の
官
有
地
譲
与
ノ
許
可
は
同
四
十
二
年
七
月
三
日
付
を
以
っ
て
県
知
事
宇
佐
美
勝
夫

よ
り
受
け
る
。 

３
、
刀
尾
神
社
の
こ
と 

旧
大
山
町
と
立
山
町
、
旧
富
山
市
に
あ
る
刀
尾
神
系
の
神
社
は
佐
伯
幸
長
著
『
立
山
信

仰
の
源
流
と
変
遷
』
に
よ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。 

福
沢
村
湖
ヶ
原
村
社
刀
尾
社
。
大
庄
村
小
原
屋
村
社
刀
尾
神
社
。
大
庄
村
花
崎
村
社
花

咲
神
社(

村
社
刀
尾
社
に
二
社
を
合
祀
し
て
改
名)

。
大
庄
村
中
大
浦
村
社
大
浦
神
社(

元
村

社
刀
尾
社
に
二
社
を
合
祀
し
て
改
名)

。
大
庄
村
田
畠
神
社(

元
村
社
田
畠
刀
尾
社
に
四
社

を
合
祀
し
て
改
名)

。
上
滝
町
上
滝
村
社
三
室
神
社
（
元
村
社
刀
尾
社
に
二
社
を
合
祀
し
て

改
名
）。
大
山
村
長
瀬
村
社
刀
尾
社
。
大
山
村
赤
倉
村
社
刀
尾
社
。
大
山
村
岡
田
村
社
刀
尾

社
。
以
上
の
祭
神
は
素
戔
嗚
尊
で
あ
る
。 

太
田
本
郷
村
社
刀
尾
神
社
。
山
室
村
中
市
村
刀
尾
天
神
社
。
東
谷
村
長
倉
村
社
刀
尾
社
。

東
谷
村
座
为
坊
立
尾
社
。
以
上
の
祭
神
は
天
手
力
雄
命
で
あ
る
。 
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村社花咲神社 

４
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈 

高
瀬
重
雄
著
『
立
山
信
仰
の
歴
史
と
文
化
』
昭
和
五
十
六
年
三
月
よ
り 

明
治
維
新
後
の
神
仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
は
、
立
山
信
仰
に
一
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
い

ま
ま
で
岩
峅
寺
や
芦
峅
寺
を
、
藩
の
寺
社
奉
行
の
管
轄
下
に
お
い
て
、
こ
れ
を
外
護
し
て

き
た
金
沢
藩
は
、
明
治
ニ
年(

一
八
六
九)

三
月
に
至
っ
て
、
つ
ぎ
の
申
渡
書
を
送
っ
た
。 

「
今
般
御
一
新
に
つ
き
、
神
仏
混
淆
の
義
は
廃
さ
れ
候
旨
仰
渡
さ
れ
候
に
付
き
、
立
山
権

現
の
称
号
廃
さ
れ
、
雄
山
神
社
と
相
唱
へ
、
芦
峅
寺
・
岩
峅
寺
の
衆
徒
共
残
ら
ず
復
飾
神

勤
仰
付
け
ら
れ
候
条
、
双
方
打
込
み
策
配
を
致
す
べ
く
候
、
尤
も
仏
体
は
残
ら
ず
取
除
き
、

岩
峅
の
方
は
、
麓
前
立
社
壇
は
雄
山
神
社
遙
拝
所
と
相
改
め
、
本
社
拝
殿
御
建
物
を
是
ま

で
の
通
建
お
か
れ
、
芦
峅
の
方
、
大
宮
・
若
宮
本
社
の
外
、
姥
堂
等
建
物
取
払
ひ
、
中
略
、

此
の
段
申
渡
さ
る
べ
き
候
。 

５
、
明
治
以
前
の
立
山
信
仰 

立
山
の
十
所
王
子
と
十
二
所
権
の
こ
と
。
芦
峅
寺
泉
蔵
坊
本
の
『
立
山
宝
宮
和
光
大
権

現
縁
起
』
、
岩
峅
寺
延
命
院
本
の
『
立
山
縁
起
』
も
同
様
で
あ
る
が
。
延
命
院
本
に
は
、
た

と
え
ば
金
剛
手
威
徳
王
菩
薩
と
は
、
阿
弥
陀
で
あ
り
、
十
万
金
剛
童
子
と
は
、
大
日
如
来

と
不
動
明
王
で
あ
り
、
八
大
童
子
と
は
不
動
明
王
を
い
う
と
註
せ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に

十
所
の
王
子
の
止
住
す
る
場
所
が
、
明
瞭
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。 

第
一
王
子 

刀
雄
天
神 

麓
地
主 

不
動
明
王
。 

延
命
院
本
は
、
刀
雄
天
神
に
つ
い
て
、「
是
立
山
権
現
ノ
大
行
事
也
」
と
い
い
、
勝
妙
滝

の
「
为
体
者
不
動
明
王
、
垂
迹
ハ
刀
雄
天
神
」
と
も
い
い
、
さ
ら
に
「
剣
御
山
ハ
、
刀
尾

天
神
」
と
も
い
っ
て
い
て
、
第
一
王
子
と
し
て
麓
の
地
为
神
た
る
の
み
な
ら
ず
、
剣
岳
に

も
勝
妙
滝
に
も
止
住
す
る
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。 

６
、
明
治
以
降
の
立
山 

佐
伯
幸
長
著
『
立
山
信
仰
の
源
流
と
変
遷
』
昭
和
四
十
八
年
九
月
よ
り 

明
治
維
新
の
神
社
明
細
帳
は
敗
戦
に
よ
っ
て
町
村
役
場
及
び
内
務
省
神
社
局
に
よ
り
廃
滅

し
て
し
ま
っ
た
が
神
社
に
現
存
し
て
い
る
の
で
充
分
に
判
明
す
る 

雄
山
神
社
末
社
の
剣
嶽
社
の
明
細
帳
に
は 

「
祭
神 

須
佐
之
男
命
」 

「
大
宝
元
年
九
月
佐
伯
有
頼
、
寄
石
を
以
っ
て
神
実
と
し
、
県
社
雄
山
神
社
の
末
社
と
す
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
各
村
々
鎮
座
の
刀
尾
社
、
剣
社
が
「
須
佐
之
男
命
」
が
多
く
「
天

手
力
雄
命
」
が
尐
な
く
書
か
れ
て
分
裂
し
て
い
る 

峯
本
社
は
「
富
山
県
管
下
越
中
国
中
新
川
郡
立
山
村
立
山
峯
字
立
山
壱
番
地 

式
内
県
社
雄
山
神
社 

祭
神 

天
手
力
雄
命
、
伊
邪
那
岐
命
」
と
あ
る
。 

７
、
花
咲
神
社
の
刀
尾
天
神
像 

花
咲
神
社
の
武
人
像
は
祭
神
の
「
素
戔
嗚
命
」
と
す
る
よ
り
「
刀
尾
天
神
」
が
ふ
さ
わ

し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
神
通
川
上
流
地
区
、
東
猪
谷
「
素
戔
嗚
社
」
は

元
「
八
坂
社
」
で
あ
り
、
江
戸
時
代
は
「
牛
頭
天
皇
社
」
と
名
乗
っ
て
い
た
。
明
治
に
至

っ
て
社
号
が
神
道
化
し
て
い
る
が
渡
来
系
の
疫
病
退
散
の
神
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
猪
谷
周
辺
の
舟
渡
「
素
戔
嗚
社
」、
小
糸
「
八
坂
社
」。
対
岸
の
西
猪
谷
「
八
坂

社
」、
片
掛
「
八
坂
社
」
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
原
稿
を
提
出
後
、
北
陸
石
仏
の
会
副
会
長
滝
本
さ
ん
か
ら
こ
の
像
は
日
本
武
尊
命

で
は
な
か
ろ
う
か
と
ご
教
示
さ
れ
た
。
終
戦
真
際
の
金
属
類
供
出
命
令
で
二
ノ
宮
金
次
郎

像
・
地
蔵
等
金
属
製
の
も
の
は
残
っ
て
い

る
も
の
は
尐
な
い
。
こ
の
像
は
石
工
銘
が

入
っ
て
い
る
か
ら
は
じ
め
か
ら
石
像
で
あ

り
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

戦
後
、
軍
国
为
義
を
鼓
舞
す
る
建
造
物

は
破
却
さ
れ
た
。
奉
安
殿
な
ど
は
神
社
神

殿
な
ど
に
転
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
殆

ど
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
像
は
「
日
本
武

尊
命
」
と
し
て
残
さ
ず
あ
い
ま
い
な
記
憶

の
ま
ま
残
さ
れ
た
遺
物
で
あ
ろ
う
。
私
は

立
山
信
仰
に
つ
な
が
る
「
刀
尾
天
神
像
」

と
し
て
残
し
て
お
け
ば
よ
い
と
お
も
っ
て

い
る
。 
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台座銘文 

「水上謹書 石工 宮本久」 

堂内全景 地蔵半跏像 

十王の一体(閻魔？) 司命 奪衣婆 

 

越
中
鍋
屋
彦
命
の
碑 

 

尾
田 

武
雄 

  

日
本
石
仏
協
会
の
前
川
勲
事
務
局
長
か
ら
、
栃
木
県
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
で
、「
越

中
鍋
屋
彦
」
の
石
碑
が
群
馬
県
下
仁
田
町
の
中
小
坂
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。
そ

こ
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
鉄
山
と
製
鉄
所
が
あ
り
、
こ
の
石
碑
に
は
像
は
な
く
、
文
字
だ

け
の
碑
で
あ
る
と
い
う
。「
越
中
」
と
あ
る
の
で
富
山
県
に
関
り
が
あ
る
の
で
は
と
の
こ
と

で
、
私
に
電
話
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
高
岡

市
に
近
世
期
に
鋳
物
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、

何
か
関
連
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
多
く
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
高
岡
市
の
民
俗
学
者
樽
谷

雅
好
氏
に
お
聞
き
し
て
も
、
わ
か
ら
な
い
と

の
ご
返
事
で
あ
っ
た
。
北
陸
石
仏
の
会
会
員

の
皆
様
に
こ
の
よ
う
な
石
碑
に
つ
い
て
、
何

か
お
わ
か
り
で
し
た
ら
ご
教
示
く
だ
さ
い
。 

十
王
の
石
像 

 

滝
本 

や
す
し 

  

福
井
県
あ
わ
ら
市
熊
坂
の
熊
坂
大
仏
の
向
か
い
に
木
造
の
小
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、

笏
谷
石
製
の
十
六
体
の
石
像(

丸
彫
り
十
王
座
像
十
体
、
丸
彫
り
司
命
半
跏
像
一
体
、
丸
彫

り
奪
衣
婆
輪
王
座
像
一
体
、
丸
彫
り
地
蔵
半
跏
像
一
体
、
浮
彫
り
地
蔵
半
跏
像
一
体
、
丸

彫
り
地
蔵
座
像
二
体)

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
懸
衣
翁
は
当
初
か
ら
造
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
司
録
と
司
命
は
一
対
で
造
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
司
録
は
後

に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
丸
彫
り
地
蔵
半
跏
像
は
十
王
と
同
時
に
造

ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。 
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北陸石仏の会 第５８回例会 

―高岡市の石仏めぐり― 
令和元年５月１８日(土) 

 

参 加 費：６０００円（バス・資料代） 

集合場所：①ＪＲ金沢駅西口………７時３０分 

②ＪＲ砺波駅南口………８時１０分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田 1770 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局 

締め切り：令和元年５月７日(火) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  
 
 

見学予定  

◎関大町 曹洞宗観音寺／如意輪観音、馬頭観音 

◎関大町 路傍／六観音 

◎関町 高野山真言宗総持寺／六十六部の石仏 

◎関本町 曹洞宗瑞龍寺／来迎阿弥陀二十五菩薩石廟(前田利長廟) 

◎芳野 曹洞宗繁久寺／芸子地蔵 

◎荒見崎 路傍／聖徳太子二歳像 

◎荒見崎 共同墓地／半跏地蔵 

◎戸出町１丁目 曹洞宗太玄寺／摩利支天、「南無釈迦牟尼佛」 

◎戸出町２丁目 路傍／「秋葉三尺坊大権現」 

◎戸出町２丁目 曹洞宗永安寺／西国三十三ヶ所観音、花山法皇 

◎戸出町３丁目 路傍／六地蔵 

◎戸出町４丁目 路傍／阿弥陀如来(戸出大仏) 

◎戸出町４丁目 曹洞宗不動寺／不動明王、徳道上人、「法華千部塔」 

◎戸出大清水 真宗大谷派永願寺／西住碑 

◎戸出大清水 路傍(庄川左岸堤防)／「水神」 

◎中田 鎮魂の杜／「南無遍照金剛」 

◎下麻生 高野山真言宗宝泉寺／出山釈迦、阿弥陀、西国三十三ヶ所観音、青面金剛 

[諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 

 

 平成３１年度の会費を未納の方は同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。 


